別紙２
試験問題の作成方針及び管理方法

1　試験問題の作成方針

「郵政省告示第250号(平成2年4月27日)、無線従事者の養成課程の終了の際に行う試験の実施方法」によるほか、下記のとおりとする。

(1)　作成方法

過去の国家試験既出問題を参考に作成するが、実施済みの修了試験問題から容易に特定されることがないように、次の措置を講ずる。

ア　過去に実施済みの修了問題と同一問題の組み合わせは、無線工学、法規の区分ごとにそれぞれ5問以下とする。

イ　連続して出題する同一問題は、無線工学、法規ごとにそれぞれ3問以下とする。

ウ　連続して出題する同一問題にあっては、回答の選択肢を変えるものとする。

(2)　学識経験者等の介在

試験問題作成にあたっては、学識経験者又は第一級総合通信士、第一級陸上無線技術士又は、第一級アマチュア無線技士の免許を有し十分な期間、無線局において業務経験を有する者が必ず介在するものとする。

2 試験問題の管理方針

(1)　保管

作成した試験問題は、電子データの場合、パスワードを付しセキュリティ管理に万全を期す。印刷した場合は、鍵のかかる書庫あるいはロッカーに鍵をかけて保管し、特定の者以外の者には試験問題を見ることができないよう措置する。

(2)　試験問題等の扱い

試験問題・答案用紙を試験会場へ持ち運ぶとき及びこれらを持ち帰るときには、袋の中に密封し、特定の者以外の者には開封させないよう措置するとともに、置き忘れ等がないよう厳重に持ち運ぶものとする。

(3)　保存

養成課程が終了してから試験問題・答案用紙又はこれらを電子データ化した場合そのデータを2年間保存する。

(4)　採点

採点は関係者のみによって隔離された場所において実施する。また採点は複数人によって二重に行い、採点ミスを防ぐ。
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